
     
 

 

本格的な夏が始まります。暑い日が続くと、食欲不振、睡眠不足等になりがちで体調を崩しやすくなりますの

で、活動と休息のバランスをとり、正しい生活リズムを保つようにしましょう。 

■日射病と熱射病■ 

 日射病 熱射病 

 

原

因 

夏の暑い日差しを浴びて歩き回ったときや、炎

天下でスポーツをした時などに体がオーバーヒ

ートして起こります。 

高温多湿の下で長時間歩いたり作業をした時に、大

量の汗をかき、体内の塩分や水分が著しく不足し、体

温の調節が効かなくなり起こります。体内に熱がこもっ

てしまった状態です。 

 顔が赤くなって息遣いが荒く、皮膚は暑くて、

さらさらと乾いた状態で汗が出ません。いわゆる

脱水状態、目まい、頭痛、吐き気等。 

顔は青白く大量の汗が出て、皮膚は冷たくジットリと

した状態になる。体温は普通かやや低め、目まい、吐き

気を伴う。 

 

対

処

法 

涼しい場所に寝かせ、衣服を緩め、濡れタオル

で首筋や脇の下を冷やす。扇いだりして風を送

り、体温が平温になるまで続ける。吐き気がある

場合は、顔を横に向かせる。塩分の含んだ水（ス

ポーツドリンク等）を少しづつ飲ませましょう。 

涼しい場所に頭を低くして寝かせ、衣服を緩める。体

温が低い時は、体を暖める。水分を１５分おきぐらいに

飲みましょう。 

要

注

意 

日射病、熱射病、いずれも症状が重傷な場合は、意識障害や痙攣を起こしたり、命に係わる事もあるの

で、直ちに病院に行きましょう。 
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歯科検診が終わりました 

全体的に虫歯の子が多く、歯

の汚れも多くみられたと、お医

者様からの指摘がありました。 

園でも、引き続き歯磨きの指

導していきたいと思います。 

 

体を鍛えましょう 

なるべく薄着で育てましょう。

日中は日光に当たらなくても窓

を開ける等、外の空気に触れ、

皮膚や喉の粘膜を鍛えましょう。 

症

状 


